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538.1
億円

58.3%
313.2億円
通常事業

35.6%
191.7億円

東日本大震災
関連事業

（0.6%）3.2億円
令和３年福島県沖地震関連

（5.0%）27.0億円
新型コロナ関連

（0.5%）2.9億円
令和元年東日本台風関連

臨
時
会　

定
例
会

令和３年度　南相馬市一般会計補正予算の概要

一般会計補正予算額

令和３年度一般会計予算規模

２４億５，９２６万円

５３８億５０５万円

　新型コロナウイルス感染症への対応、復興・再生に　新型コロナウイルス感染症への対応、復興・再生に
向け直面する課題への対応、そして人事異動等に伴う向け直面する課題への対応、そして人事異動等に伴う
人件費の補正などにより、１２月定例会が１１月３０日人件費の補正などにより、１２月定例会が１１月３０日
から１２月１６日までの１７日間開催されました。また、から１２月１６日までの１７日間開催されました。また、
国の令和３年度補正予算に伴う子育て世帯への臨時国の令和３年度補正予算に伴う子育て世帯への臨時
特別給付金支給事業費補助金への対応や原油価格高特別給付金支給事業費補助金への対応や原油価格高
騰への対応として、１２月２３日に臨時議会が開催さ騰への対応として、１２月２３日に臨時議会が開催さ
れ、条例８件、予算関係１０件、その他１５件、人事１件、れ、条例８件、予算関係１０件、その他１５件、人事１件、
委員会提出議案１件、議員提出議案２件の議案３７件、委員会提出議案１件、議員提出議案２件の議案３７件、
報告１件を審議し、原案のとおり可決しました。報告１件を審議し、原案のとおり可決しました。1212月臨時会月臨時会

1212月定例会月定例会
令和令和３３年年

　９月議会以降、補正予算２４億５，９２６万円を追加し、１２月補正後の一般会計
歳入歳出予算総額が５３８億５０５万円となった。

予
算
審
査

○
災
害
等
廃
棄
物
処
理
対
応

事
業
（
福
島
県
沖
地
震
）

１
億
７
千
200
万
円

質　

疑　

委
託
費
と
し
て
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
変
更
契
約

が
伴
う
の
か
、
単
価
契
約
な
り

で
予
算
の
増
額
だ
け
で
済
む
の

か
伺
う
。

答　

弁　

事
業
の
変
更
等
に

つ
い
て
は
、
面
積
、
人
工
、
廃

棄
物
の
ト
ン
数
な
ど
に
よ
る
単

価
契
約
を
行
っ
て
お
り
、
変
更

契
約
等
は
伴
わ
な
い
。

質　

疑　

契
約
先
は
１
社
で
対

応
し
て
い
る
の
か
、
同
様
の
単

価
契
約
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば

複
数
の
業
者
で
対
応
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

答　

弁　

契
約
先
に
つ
い
て

は
、
廃
棄
物
の
処
理
と
家
屋
の

解
体
で
、
契
約
は
２
本
に
な
っ

て
い
る
。
廃
棄
物
の
処
理
に
つ

い
て
は
、
福
島
県
と
災
害
時
に

協
定
を
結
ん
で
い
る
一
般
社
団

歳
　
　
出

一
般
会
計

○
マ
マ
パ
パ
応
援
子
育
て
支
援

ア
プ
リ
は
ぐ
ら
い
ふ
事
業22

万
円

【
主
な
内
容
】

　

希
望
出
生
率
の
実
現
に
向
け
、

出
産
・
子
育
て
す
る
方
の
希
望

実
現
と
子
育
て
環
境
の
さ
ら
な

る
向
上
を
図
る
た
め
、
子
育
て

支
援
ア
プ
リ
を
導
入
す
る
。

【
事
業
内
容
】

◦
ア
プ
リ
名
称

　

は
ぐ
ら
い
ふ
（
抱
き
し
め
る
・

育
む
・
子
ど
も
と
過
ご
す
大
切

な
日
々
を
イ
メ
ー
ジ
）

・
運
用
開
始
時
期

　

令
和
４
年
２
月

質　

疑　

本
市
専
用
の
ア
プ

リ
に
す
る
と
い
う
説
明
で
あ
る

が
、
導
入
を
検
討
し
て
い
る
ア

プ
リ
で
は
、
主
要
事
業
説
明
書

に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
は
無

料
の
機
能
で
あ
る
。
今
回
予
算

計
上
し
て
い
る
22
万
円
は
ど
う

法
人
福
島
県
産
業
資
源
循
環
協

会
で
、
廃
棄
物
を
主
に
取
り
扱

う
団
体
と
契
約
し
て
い
る
。
家

屋
の
解
体
に
つ
い
て
は
、
市
内

の
建
設
等
の
組
合
で
、
南
相
馬

市
復
興
事
業
協
同
組
合
と
契
約

し
て
い
る
。
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臨
時
会　

定
例
会

○
押
印
等
見
直
し
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

【
主
な
内
容
】

　

市
民
等
の
負
担
軽
減
及
び
利

便
性
向
上
並
び
に
業
務
効
率
化

を
図
る
た
め
。

質　

疑　

議
案
の
要
旨
に
は
、

２
千
671
件
中
１
千
807
件
で
約
７

割
が
、
押
印
等
を
不
要
と
し
た

と
の
こ
と
だ
が
、
洗
い
出
し
は

こ
れ
で
終
わ
り
な
の
か
、
押
印

が
必
要
な
い
項
目
な
ど
で
、
国

な
ど
か
ら
指
示
が
あ
っ
た
の
か

伺
う
。

答　

弁　

押
印
が
残
る
も
の

に
つ
い
て
は
国
の
基
準
を
基
に

し
て
、
法
令
等
に
定
め
が
あ

る
も
の
、
契
約
書
等
、
請
求

書
、
証
明
書
、
そ
の
他
印
鑑
の

登
録
手
続
、
慣
行
に
よ
る
も
の

条
例
審
査

い
っ
た
内
容
な
の
か
伺
う
。

答　

弁　

現
在
、
市
で
想
定

し
て
い
る
ア
プ
リ
に
つ
い
て
は

ど
な
た
で
も
利
用
可
能
で
あ

る
。
今
回
、
市
と
契
約
す
る
こ

と
に
よ
り
、
市
の
情
報
に
つ
い

て
プ
ッ
シ
ュ
型
で
情
報
を
配
信

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ア
プ
リ

に
は
月
齢
等
を
登
録
す
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
月
齢
等
に
合
わ
せ

た
情
報
を
伝
え
た
い
人
に
伝
え

た
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
市
の
方

か
ら
プ
ッ
シ
ュ
型
で
提
供
で
き

る
機
能
を
付
加
す
る
た
め
の
費

用
で
あ
る
。

○
街
路
整
備
事
業
負
担
金300

万
円

【
主
な
内
容
】

　

福
島
県
施
行
の
駅
前
北
原
線

道
路
改
良
工
事
に
お
い
て
、
こ

れ
ま
で
実
施
し
て
い
な
い
区
間

に
お
い
て
、
地
下
埋
設
物
等
の

想
定
し
て
い
な
い
事
案
が
発
生

し
た
た
め
、
工
事
費
が
増
額
と

な
り
、
新
た
な
負
担
金
が
発
生

す
る
た
め
。

質　

疑　

こ
の
工
事
に
当
た
っ

て
、
以
前
に
も
埋
設
物
が
発
見

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
補
正
が

あ
っ
た
が
、
今
回
の
こ
と
を
含

め
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
へ
の
影
響

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

駅
前
広
場
整
備
工
事

の
工
期
の
遅
れ
に
つ
い
て
、
当

初
、
県
の
工
事
が
１
年
程
度
遅

○
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

【
主
な
内
容
】

　

市
有
地
を
工
場
用
地
と
し
て

処
分
す
る
た
め
、
契
約
及
び
財

産
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

質　

疑　

今
回
売
却
を
す
る
予

定
地
を
含
む
3.6
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
つ
い
て
、
一
般
会
計
か
ら

3
億
３
千
300
万
円
借
入
れ
を
し

て
い
た
経
緯
が
あ
る
が
、
今
回

の
売
却
で
、
一
般
会
計
か
ら
の

工
場
用
地
等
整
備
事
業
特
別
会

○
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

【
主
な
内
容
】

　

指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
た

め
、
地
方
自
治
法
第
２
４
４
条

の
２
第
６
項
の
規
定
に
よ
り
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

・
施
設
の
名
称

南
相
馬
市
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー

質　

疑　

多
世
帯
で
の
利
用
を

促
進
し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
な
く
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
と

い
う
名
称
に
な
っ
た
経
緯
が
あ

る
。
今
回
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査

に
当
た
り
、
自
主
事
業
の
部
分

に
な
る
と
思
う
が
、
多
世
代
の

そ
　
の
　
他

等
が
あ
る
の
で
、
こ
ち
ら
に
つ

い
て
も
法
令
等
の
改
正
が
あ
り

次
第
、
随
時
見
直
し
を
図
り
、

今
後
も
事
務
の
簡
素
化
等
々
を

図
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
の
通
り

可
決
。

母
子
手
帳
ア
プ
リ

県道竣工の様子（東側）

計
で
の
借
入
れ
が
完
済
す
る
と

の
理
解
で
い
い
の
か
伺
う
。

答　

弁　

富
士
基
礎
機
械
株
式

会
社
へ
の
土
地
の
売
却
益
は
、

９
千
250
万
277
円
と
な
り
、
こ
れ

を
充
て
る
と
一
般
会
計
の
償
還

の
残
高
が
７
千
240
万
３
千
57
円

で
あ
り
、
今
回
の
売
却
を
も
っ

て
一
般
会
計
の
償
還
が
完
済
す

る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
の
通
り

可
決
。

れ
て
お
り
、
さ
ら
に
遅
れ
て
い

る
状
況
で
あ
る
が
、
現
段
階
の

目
標
と
し
て
は
、
令
和
４
年
12

月
完
了
を
目
指
し
て
い
る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
の
通
り

可
決
。
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臨
時
会　

定
例
会

〇公の施設に係る指定管理者の指定について

施設の名称 指定管理者の名称・代表者 指定期間

南相馬市健康福祉センター
（ゆらっと）

名　称：株式会社　東武
代表者：代表取締役　中島　照夫 令和４年４月１日から

令和９年３月３１日まで南相馬市
小高老人福祉センター

名　称：株式会社　東武
代表者：代表取締役　中島　照夫

南相馬市小高区商業施設
（小高ストア）

名　称：有限会社　丸上青果
代表者：代表取締役　岡田　義則

令和４年４月１日から
令和６年３月３１日まで

南相馬市産業創造センター
名　称：南相馬インキュベートコンソーシアム
代表者：㈱ゆめサポート南相馬
　　　　　　代表取締役　高橋　隆助

令和４年４月１日から
令和９年３月３１日まで

道の駅南相馬・南相馬市
サービスエリア利活用拠点
施設（セデッテかしま）

名　称：株式会社　野馬追の里
代表者：代表取締役　伊藤　博人

南相馬市
水産業共同利用施設

名　称：相馬双葉漁業協同組合
代表者：代表理事組合長　立谷　寛治

原町斎場
名　称：株式会社　相双環境整備センター
代表者：代表取締役　佐藤　光正

南相馬屋内市民プール
名　称：株式会社　東武
代表者：代表取締役　中島　照夫

令和４年４月１日から
令和５年３月３１日まで

かしま交流センター
名　称：特定非営利活動法人
　　　　　かしま元気スポーツクラブ
代表者：理事長　伹野　　裕

令和４年４月１日から
令和９年３月３１日まで

指定管理者を指定するため提案され、議決された公の施設一覧

方
の
利
用
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
提
案
が
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

答　

弁　

自
主
事
業
に
つ
い
て

は
、
多
世
代
の
方
が
参
加
で
き

る
よ
う
な
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
、

ヨ
ガ
教
室
、
子
ど
も
た
ち
が
参

加
で
き
る
よ
う
な
キ
ッ
ズ
ダ
ン

ス
教
室
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正

月
に
地
域
の
方
が
参
加
で
き
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
子

ど
も
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
吹

き
矢
を
、
今
後
実
施
し
て
い
く

と
い
う
提
案
を
い
た
だ
い
て
い

る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
の
通
り

可
決
。

「ゆらっと」のトレーニング室
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陳
情
・
請
願　

委
員
会
提
出
議
案　

議
員
提
出
議
案

○
陳
情　

第
２
号

　

立
会
人
報
酬
の
公
正
な
支
給

に
関
す
る
陳
情
に
つ
い
て

【
陳
情
内
容
】

　

衆
議
院
選
の
期
日
前
投
票
立

会
を
経
験
し
た
結
果
、
市
の
条

例
に
基
づ
く
報
酬
の
支
給
決
定

額
に
は
不
公
平
感
が
生
じ
て
い

る
と
実
感
し
た
こ
と
か
ら
、
公

平
・
公
正
な
る
支
給
を
求
め
る

も
の
。

【
陳
情
者
氏
名
】

　

原
町
区　

佐
藤　

優

　

審
査
の
結
果
、
趣
旨
採
択
。

○
請
願　

第
４
号

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
価
下
落
の

対
策
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

【
請
願
内
容
】

　

農
業
者
の
経
営
と
地
域
経
済

を
守
る
た
め
に
、
下
記
事
項
に

つ
い
て
の
意
見
書
の
提
出
を
政

府
関
係
諸
機
関
に
提
出
す
る
こ

と
を
求
め
る
も
の
。

①
コ
ロ
ナ
禍
の
需
要
縮
小
に
よ

る
過
剰
在
庫
を
政
府
が
緊
急
に

買
入
れ
、
米
の
需
要
環
境
を
改

陳
情
・
請
願

○
委
員
会
提
出
議
案　

第
６
号

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
価
下
落

の
対
策
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

【
提
案
内
容
】

　

請
願
第
４
号
が
採
択
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
南
相
馬
市
議
会
と

し
て
国
に
対
し
て
意
見
書
を
提

出
す
る
も
の
。

○
議
員
提
出
議
案　

第
２
号

　

南
相
馬
市
議
会
政
務
活
動
費

の
交
付
に
関
す
る
条
例
及
び
南

相
馬
市
議
会
基
本
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

【
提
案
内
容
】

　

議
会
の
活
動
の
充
実
と
各
議

員
の
顔
の
見
え
る
広
報
を
積
極

的
に
進
め
る
た
め
、
令
和
４
年

４
月
１
日
か
ら
政
務
活
動
費
を

現
行
の
月
額
１
万
５
千
円
か
ら

２
万
円
に
引
き
上
げ
る
と
と
も

に
、
年
１
回
以
上
の
広
報
の
発

行
に
努
め
る
規
定
を
設
け
る
た

め
、必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
の
通
り

可
決
。

○
議
員
提
出
議
案　

第
３
号

　

要
援
護
世
帯
等
へ
の
灯
油
代

等
暖
房
費
の
助
成
に
関
す
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

委
員
会
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

善
し
、
米
価
下
落
に
歯
止
め
を

か
け
る
こ
と
。
②
政
府
が
買
い

上
げ
た
米
を
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
に

よ
る
生
活
困
窮
者
・
学
生
な
ど

へ
の
食
料
支
援
で
活
用
す
る
こ

と
。
③
国
内
消
費
に
必
要
の
な

い
外
国
産
米
の
輸
入
を
中
止
す

る
か
、
少
な
く
と
も
当
面
、
国

産
米
の
需
要
状
況
に
応
じ
た
輸

入
数
量
調
整
を
実
施
す
る
こ
と
。

【
請
願
者
氏
名
】

　

鹿
島
区　

南
相
馬
市
農
業
を

守
る
会　

会
長　

澤
田
忠
徳

　

審
査
の
結
果
、
採
択
。

【
提
案
内
容
】

　

①
住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど

の
絶
対
的
貧
困
世
帯
は
当
然
の

こ
と
、
生
活
保
護
世
帯
を
含
む

生
活
困
窮
の
高
齢
者
、
障
が
い

者
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
等
に
対
し
、
１
世
帯

当
た
り
１
万
円
以
上
の
灯
油
代

等
暖
房
費
の
助
成
を
一
日
で
も

早
く
行
う
こ
と
。
②
障
が
い
者

施
設
や
高
齢
者
施
設
、
児
童
福

祉
施
設
等
へ
の
灯
油
代
等
暖
房

費
の
助
成
を
行
う
こ
と
。
③
①

②
を
実
施
し
た
地
方
自
治
体
に

対
し
て
十
分
な
財
政
支
援
を
行

う
こ
と
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
の
通
り

可
決
。

総
務
大
臣
感
謝
状

総
務
大
臣
感
謝
状

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

の
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

西
山
健
司（
に
し
や
ま
た
け
し
）

　

南
相
馬
市
原
町
区　

再
任

人
　
　
事

市
町
村
議
会
議
員
総
務
大
臣
感

謝
状
授
賞　
　

渡
部
寛
一
議
員

　

渡
部
寛
一
議
員
に
対
し
、
総

務
大
臣
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
地
方
議
会
の
議
員
と
し

て
多
年
（
通
算
35
年
以
上
）
に

わ
た
り
在
職
し
地
方
自
治
の
発

展
に
顕
著
な
功
労
が
あ
っ
た
と

認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

【
提
出
委
員
会
】

　

建
設
経
済
常
任
委
員
会

　

審
査
の
結
果
、
原
案
の
通
り

可
決
。
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賛
否
が
別
れ
た
審
査

令和３年１２月議会で賛否が分かれた審査

　

勤
務
す

る
看
護
職

員
（
手
当

支
払
い
対

象
者
）
の
心
情
を
思
い
や
る
と
き
、

月
額
７
万
１
千
300
円
の
格
差
は
何

と
も
言
い
表
す
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
を
感
じ
る
の
は
、
私
一
人
で
は

な
い
と
思
う
。

　

加
え
て
、
同
じ
勤
務
に
お
け
る

格
差
は
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
を

目
指
す
国
の
「
働
き
方
改
革
」
方

針
か
ら
大
き
く
逸
脱
す
る
も
の
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

ま
さ
に
、
看
護
職
場
の
在
り
方

を
考
え
、
働
く
方
々
の
心
情
を
思

い
や
る
と
き
、
こ
の
様
な
不
平
等

を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
本
議
案
に
は
反
対
す
る
。

議
案
第
１
０
９
号　

南
相
馬
市
立
病
院
看
護
職
員
の
令
和
３
年
度
特

殊
勤
務
手
当
の
特
例
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

【
概
要
】

　

福
島
県
浜
通
り
地
方
看
護
体
制
強
化
支
援
事
業
補
助
金
を
活
用

し
、
看
護
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
を
支
給
す
る
た
め
、
新
た
に
条
例

を
制
定
す
る
も
の
。

　

総
合
病

院
や
市
内

医
療
機
関

で
の
看
護

師
人
材
不
足
に
対
す
る
手
当
で
あ

り
、
看
護
師
確
保
に
は
、
一
定
の

効
果
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

一
方
で
、
ふ
る
さ
と
就
職
支
援
手

当
に
よ
り
、
地
元
採
用
の
看
護
師

と
の
給
与
の
格
差
に
よ
る
不
公
平

感
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
危

惧
し
て
い
る
。

　

現
在
も
看
護
師
確
保
が
困
難
な

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
本
制

度
に
い
つ
ま
で
も
頼
る
こ
と
な
く
、

地
元
で
看
護
師
確
保
が
で
き
る
よ

う
、
更
な
る
努
力
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
意
見
を
付
し
て
、

議
案
第
１
０
９
号
に
賛
成
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
の
通
り

可
決
。

反
対
討
論

賛
成
討
論

渡部 一夫 議員

鈴木 貞正 議員

　

県
人
事

委
員
会
報

告
に
準
じ

て
の
給
与

引
き
下
げ
だ
が
、
法
的
拘
束
力
は

な
い
。

　

本
市
職
員
は
コ
ロ
ナ
禍
の
事
態

に
直
面
し
、
ワ
ク
チ
ン
の
迅
速
な

接
種
な
ど
市
民
の
命
を
守
る
た
め

に
奮
闘
し
て
き
た
。
全
庁
コ
ロ
ナ

シ
フ
ト
の
横
断
的
支
援
体
制
、
医

療
機
関
・
外
部
機
関
と
の
調
整
や

各
種
相
談
業
務
に
対
応
・
度
重
な

る
補
正
予
算
審
議
の
臨
時
議
会
な

ど
、
過
重
な
業
務
負
担
と
な
っ
て

い
る
。

　

手
当
を
減
ず
る
こ
と
は
士
気
の

低
下
に
つ
な
が
る
こ
と
、
民
間
賃

金
引
き
下
げ
の
引
き
金
に
な
る
こ

と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
議
案
に
反

対
す
る
。

　

帝
国
デ

ー
タ
バ
ン

ク
の
調
査

に
よ
れ
ば
、

新
型
コ
ロ
ナ
関
連
の
経
営
破
綻
は

11
月
29
日
時
点
で
２
千
436
件
。
大

手
企
業
で
あ
っ
て
も
業
種
に
よ
っ

て
ボ
ー
ナ
ス
な
し
や
給
与
カ
ッ
ト
、

雇
い
止
め
等
、
い
ま
だ
大
変
な
状

況
が
続
い
て
い
る
。

　

通
常
業
務
に
加
え
新
型
コ
ロ
ナ

対
応
で
市
民
の
た
め
に
奔
走
す
る

市
職
員
の
頑
張
り
に
は
心
よ
り
感

謝
し
、
評
価
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
業
績
が
悪
化
し
た
民
間
企
業

の
水
準
に
合
わ
せ
る
令
和
３
年
福

島
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
は
妥
当

と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
本
案
に
賛

成
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
の
通
り

可
決
。

反
対
討
論

賛
成
討
論

渡部 寬一 議員

岡﨑 義典 議員

議
案
第
１
３
５
号　

南
相
馬
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
南

相
馬
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
１
３
８
号　

南
相
馬
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

【
概
要
】

　

令
和
３
年
福
島
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ
て
給
与
改
定
を
行
う

た
め
、
関
係
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

議　員　名

議案等の名称

議
決
結
果

友　和　会 改革クラブ 尚友会 志政会 日本共産党
議員団 無会派 無会派 無会派

大場
裕朗

田中
一正

細田
葊

菊地
洋一

今村
裕

田中
京子

鈴木
貞正

竹野
光雄

小川
尚一

渡部
一夫

高橋
真

大岩
常男

山田
雅彦

平田
武

太田
淳一

岡㟢
義典

鈴木
昌一

栗村
文夫

渡部
寛一

大山
弘一

志賀
稔宗

中川
庄一

12
月
定
例
会

市
長
提
出

条　

例

議案第 135 号　南相馬市職員の給与に関す
る条例及び南相馬市会計年度任用職員の給
与及び費用弁償に関する条例の一部を改正す
る条例制定について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 議

条　

例

議案第 138 号　南相馬市一般職の任期付職
員の採用等に関する条例の一部を改正する条
例制定について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 議

条　

例

議案第 109 号　南相馬市立病院看護職員の
令和３年度特殊勤務手当の特例に関する条例
制定について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

　○　議決結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　■■可　可決　■■否　否決
　○　採決の結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　■■○　賛成　■■╳　反対　■■議　議長



き
っ
か
け
づ
く
り
、
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
の

向
上
を
目
的
と
し
て
実
施

し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

問　

市
長
公
約
の「
ロ
ボ
ッ

ト
か
ら
人
へ
」
の
真
意
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

私
は
元
経
済
部
長
で

あ
っ
て
、
私
に
と
っ
て
は

ロ
ボ
ッ
ト
は
当
た
り
前
な

の
で
、
あ
え
て
ロ
ボ
ッ
ト

云
々
を
書
く
ま
で
も
な
い

と
い
う
思
い
で
あ
る
。

問　

公
約
は
、
市
民
へ
の

約
束
で
あ
り
、パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
、
情
報
と
し
て
自
分

の
思
い
を
書
き
込
む
も
の

で
あ
る
。
恋
愛
と
同
じ
で
、

言
葉
に
し
な
け
れ
ば
伝
わ

ら
な
い
が
如
何
か
。

答　

南
相
馬
市
と
し
て

は
、
東
日
本
大
震
災
と
原

子
力
災
害
か
ら
の
復
興
・

発
展
の
た
め
の
、
国
家
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

問　

市
長
公
約
の
「
小
高

区
に
お
け
る
入
院
機
能
を

再
開
す
る
」
を
実
現
で
き

な
か
っ
た
理
由
を
伺
う
。

答　

で
き
な
か
っ
た
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
再
開
に

向
け
て
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん

で
い
る
。
今
現
状
は
で
き

て
い
な
い
と
い
う
の
が
事

実
で
あ
る
。

問　

現
在
の
段
階
で
病
床

ゼ
ロ
か
ら
、
県
か
ら
新
た

な
病
床
の
許
可
を
得
る
に

は
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と

思
う
が
ど
う
か
伺
う
。

答　

頑
張
っ
て
い
く
。

問　

市
長
公
約
の
「
中
学

校
の
海
外
研
修
事
業
に
つ

い
て
」
は
、
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
行
わ
れ
た
が
、
学

力
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た

と
捉
え
て
い
る
か
伺
う
。

答　

中
学
校
の
海
外
研
修

事
業
に
つ
い
て
は
、
学
力

の
向
上
を
目
的
と
す
る
も

の
で
は
な
い
。
海
外
研
修

を
通
し
て
広
い
視
野
を
持

つ
こ
と
や
学
び
の
意
欲
の

そ
の
他
の
質
問

❶�

高
速
道
路
通
行
料
金
助

成
事
業
（
鹿
島
区
）
の

成
果

❷�

市
民
一
体
化
促
進
基
金

を
広
く
活
用
す
る
考
え

❸�

市
職
員
の
ス
ト
レ
ス
増

加
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
低

下

そ
の
他
の
質
問

❶�

ガ
ラ
ス
バ
ッ
ヂ
測
定

❷�

西
部
地
区
の
現
状

❸�

被
ば
く
限
度
と
は

響
と
解
っ
た
。
事
故
後
生

ま
れ
の
子
供
た
ち
も
検
査

し
て
不
安
解
消
す
べ
く
県

に
要
求
す
る
か
伺
う
。

答　

保
護
者
等
に
聞
い
た

上
で
県
や
医
大
に
要
求
す

る
か
対
処
し
た
い
。

問　

過
去
に
行
っ
て
い
た

放
射
性
降
下
物
調
査
が

現
在
、
海
側
一
箇
所
だ
け

に
減
ら
さ
れ
て
お
り
、
山

裾
の
宅
地
へ
の
侵
入
が
心

配
。
市
民
の
命
を
守
る
た

め
に
は
阿
武
隈
山
地
山
裾

で
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

県
や
国
と
話
し
た
い
。

問　

中
間
指
針
に
未
だ
に

汚
染
の
物
差
し
が
無
く
除

染
も
出
来
な
い
が
見
解
を

伺
う
。

答　

原
子
力
紛
争
審
査
会

に
対
し
て
意
見
書
を
提
出

す
る
。

問　

県
民
健
康
管
理
調
査

は
「
管
理
」
と
い
う
言
葉

が
不
評
で
削
除
さ
れ
た
。

設
立
基
金
の
出
資
者
は
東

京
電
力
25
％
、
経
産
省

75
％
の
事
故
原
因
者
。
本

市
に
は
10
人
程
度
の
小
児

甲
状
腺
が
ん
他
、
要
経
過

観
察
者
、
嚢
胞
結
節
が
進

行
し
て
不
安
を
抱
え
る
子

ど
も
達
が
い
る
こ
と
か
ら
、

事
故
後
十
年
過
ぎ
、
検
査

四
巡
目
デ
ー
タ
が
ほ
ぼ
出

揃
っ
た
状
況
で
あ
る
。
小

児
甲
状
腺
が
ん
と
疑
わ
れ

る
者
は
何
人
か
。

答　

一
巡
目
116
人
、
二
巡

目
71
人
、
三
巡
目
31
人
、

四
巡
目
36
人
他
集
計
外

や
、
突
合
出
来
て
い
な
い

例
を
合
わ
せ
る
と
最
大
で

309
人
で
あ
る
。

問　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で

は
原
発
事
故
後
に
生
ま
れ

た
子
供
に
甲
状
腺
が
ん
が

無
か
っ
た
の
で
放
射
線
影

小川 尚一 議員

大山 弘一 議員

質問を終えて
　公約は、ラブレターと同
じ。言葉にしなければ伝わ
らない。

質問を終えて
　多発見の甲状腺がんは急
激な発生と成長が特徴で転
移も 19 件（肺、リンパ節、
骨他 ) と悪性。

門
馬
市
長
任
期
４
年
の

門
馬
市
長
任
期
４
年
の

公
約
の
功
罪

公
約
の
功
罪

小
児
甲
状
腺
が
ん

小
児
甲
状
腺
が
ん

　

人
超
の
原
因
は

　

人
超
の
原
因
は

一 般 質 問一 般 質 問 タイトル下の QR コードを読み取ると、質問者の動画を
視聴できます。

３３００００

小
児
甲
状
腺
が
ん
問
題

阿
武
隈
山
地
は
実
質
野

放
し
最
終
処
分
場

汚
染
規
準
無
く
進
ま
ぬ

Ａ
Ｄ
Ｒ
賠
償
問
題

政党幹部の星座長は政党公認で参院選出馬

令和元年度中学生海外研修報告会

一
般
質
問

7 市議会だより　　みなみそうま（Vol.64）
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家
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

こ
の
ま
ま
だ
と
原
子
力

被
災
12
市
町
村
で
は
空
き

家
が
増
え
て
く
る
可
能
性

が
あ
り
、
今
後
の
対
応
を

し
っ
か
り
協
議
し
て
上
で
、

国
と
話
し
合
う
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答　

国
・
県
な
ど
へ
の
要

望
に
つ
い
て
は
、
必
要
に

応
じ
て
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の

上
で
、
空
き
家
対
策
の
要

綱
の
策
定
、
実
態
把
握
も

年
度
内
に
再
度
行
う
等
、

一
つ
一
つ
や
っ
て
い
く
。

ま
た
、
空
き
家
の
適
正
化

に
向
け
た
相
談
体
制
も
早

急
に
整
備
し
、
所
有
者
に

対
し
て
は
引
き
続
き
適
正

管
理
の
依
頼
と
併
せ
て
、

空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク

へ
の
登
録
を
お
願
い
し
て

い
き
た
い
。

質問を終えて
　空き家条例の策定や空
家等対策計画の見直しに
は後ろ向きで、本気度が
感じられない。

そ
の
他
の
質
問

❶�

病
児
保
育
事
業
の
実
施

に
つ
い
て

❷�

空
き
家
管
理
の
仕
組
み

に
つ
い
て

❸�

空
き
家
を
利
活
用
す
る

仕
組
み
に
つ
い
て

問　

原
発
事
故
が
原
因
で

生
じ
た
空
き
家
の
う
ち
、

所
有
者
が
希
望
す
る
空
き

家
の
解
体
は
終
了
し
た
と

考
え
る
か
見
解
を
伺
う
。

答　

申
請
の
あ
っ
た
２
千

634
件
の
家
屋
の
全
て
が
解

体
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
市

と
し
て
は
希
望
す
る
家
屋

の
解
体
は
終
了
し
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

問　

私
は
原
発
事
故
が
原

因
で
生
じ
た
空
き
家
は
今

も
あ
る
し
、
こ
れ
か
ら
も

発
生
す
る
と
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
原
発
か
ら
の
距
離

も
関
係
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
20
㎞
圏
内
で
は
、
公

費
解
体
の
申
請
期
間
に
は

戻
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
そ

の
後
体
調
不
良
等
で
戻
れ

な
く
な
っ
た
方
や
、
先
祖

代
々
の
土
地
や
家
の
処
分

に
躊
躇
し
て
申
し
込
ま
な

か
っ
た
方
。
20
㎞
圏
外
で

あ
っ
て
も
親
の
世
代
が
亡

く
な
り
、
子
ど
も
の
世
代

が
避
難
先
に
定
着
し
空
き

岡㟢 義典 議員

校
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
調
査
で
、
掌
握
を
し
て

い
る
の
か
伺
う
。

答　

毎
月
各
学
校
で
欠
席

状
況
調
査
を
実
施
し
て
、

実
態
の
把
握
に
努
め
、
児

童
生
徒
を
含
め
た
不
登
校

者
数
は
全
国
平
均
を
下

回
っ
て
お
り
、
各
学
校
及

び
関
係
機
関
等
と
の
連
携

を
図
り
、
児
童
生
徒
の
不

登
校
対
策
に
取
り
組
む
考

え
で
あ
る
。

問　

南
相
馬
市
教
育
委
員

会
で
の
、
い
じ
め
相
談
の

取
組
み
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
は
、
小
中
学
校
に
１

名
か
ら
２
名
を
週
に
１
日

か
ら
２
日
程
度
配
置
し
て

お
り
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

は
、
児
童
生
徒
や
教
職
員

に
対
し
て
定
期
的
に
行

い
、
希
望
す
る
保
護
者
や

児
童
生
徒
に
対
し
て
事
前

予
約
を
し
て
行
い
、
必
要

に
応
じ
て
随
時
面
談
を

行
っ
て
、
い
じ
め
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

避
難
者
が
自
ら
避
難

所
に
自
治
会
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解

を
伺
う
。

答　

避
難
が
長
期
化
す
る

際
に
は
、
避
難
者
が
協
力

し
合
い
、
運
営
組
織
を
立

ち
上
げ
、
避
難
所
生
活
を

円
滑
に
す
る
上
で
重
要
で

あ
り
、
避
難
所
で
の
ル
ー

ル
等
の
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
考

え
で
あ
る
。

問　

避
難
所
運
営
の
人
材

育
成
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

市
で
は
、
避
難
所
運

営
に
自
主
防
災
組
織
及
び

防
災
士
と
、
共
同
訓
練
を

実
施
し
て
お
り
、
研
修
会

を
開
催
し
て
、
地
域
住
民

に
よ
る
運
営
体
制
を
構
築

し
、
市
民
か
ら
の
人
材
、

市
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
連
携
す
る
事
が
必
要
と

考
え
、
三
者
が
円
滑
に
活

動
で
き
る
体
制
を
目
指
す

考
え
で
あ
る
。

問　

子
ど
も
た
ち
の
不
登

そ
の
他
の
質
問

❶�

避
難
所
に
派
遣
す
る
職

員
に
つ
い
て

❷�

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
早

期
発
見
に
つ
い
て

❸�

通
学
路
の
安
全
点
検
に

つ
い
て

大岩 常男 議員

質問を終えて
　災害に備えた円滑な避難
所運営が必要。子供たちの
健全な育成を目指す。

通学路の安全確保を！

今
後
増
え
て
い
く

今
後
増
え
て
い
く

空
き
家
の
対
応
は

空
き
家
の
対
応
は

避
難
所
運
営
と

避
難
所
運
営
と

子
ど
も
た
ち
の
育
成

子
ど
も
た
ち
の
育
成

一 般 質 問一 般 質 問

平成 30 年の実態調査では
1,488 件が空き家候補

一
般
質
問
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一
般
質
問

伺
う
。

答　

入
院
機
能
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
病
床
再
編
計

画
の
ス
テ
ッ
プ
に
基
づ
い

て
進
め
て
い
る
状
況
に
あ

る
。
そ
の
中
で
、
今
現
在

課
題
の
解
決
が
ま
ず
優
先

事
項
で
あ
り
、
課
題
解
決

を
し
た
後
に
、
有
床
診
療

所
の
例
え
ば
基
本
設
計
と

か
、
実
施
設
計
の
段
階
の

手
続
に
移
っ
て
い
く
と
い

う
考
え
方
を
持
っ
て
い

る
。

問　

私
は
、
３
つ
も
４
つ

も
聞
い
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
端
的
に
実
施
計
画

を
策
定
し
て
実
施
し
て
い

る
か
聞
い
て
い
る
の
で
あ

り
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
伺

う
。

答　

通
常
、
基
本
計
画
・

実
施
計
画
が
あ
り
、
建
物

と
か
事
業
の
場
合
に
は
、

そ
う
い
う
実
施
計
画
だ
と

す
れ
ば
、
そ
の
段
階
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
構
想
と

い
う
か
、
そ
こ
に
向
か
っ

て
諸
条
件
を
整
え
て
い
る

状
況
に
あ
る
。

質問を終えて
　まさか市長から「そこ
までの通告がなかったか
ら・・・」との発言がある
とは思わなかった。

そ
の
他
の
質
問

❶�

授
業
の
質
の
向
上
に
つ

い
て
（
教
育
行
政
）

❷�

労
災
認
定
の
基
準
改
正

に
つ
い
て（
労
働
行
政
）

❸�

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
に

つ
い
て（
災
害
時
対
策
）

問　

新
聞
報
道
に
よ
る

と
、「
有
床
診
療
所
」
に

活
用
で
き
る
よ
う
検
討
す

る
と
あ
り
ま
す
が
、
小
高

区
の
診
療
所
計
画
は
入
院

機
能
を
付
加
す
る
よ
う
に

門
馬
市
長
は
諮
問
し
、
原

案
の
と
お
り
答
申
を
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
時
点
で
、「
有
床
診
療

所
」
に
活
用
で
き
る
よ
う

に
実
施
計
画
を
策
定
し
て

い
る
と
理
解
し
て
い
い
の

か
伺
う
。

答　

病
床
再
編
計
画
の
中

で
ス
テ
ッ
プ
４
を
示
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
今
現

在
、
ス
テ
ッ
プ
３
の
状
況
に

あ
り
、
入
院
機
能
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
病
床
再
編

計
画
の
中
で
課
題
を
解
決

し
て
ス
テ
ッ
プ
４
の
ほ
う
に

移
っ
て
い
く
と
い
う
計
画

に
な
っ
て
い
る
。

問　

実
施
計
画
を
策
定

し
て
実
施
を
し
て
い
る
と

い
う
理
解
に
な
る
が
、
そ

う
い
う
答
弁
に
な
る
の
か

渡部 一夫 議員

強
固
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
で
復
旧
す
る
工
事

を
進
め
て
い
る
。
今
後
も

地
域
住
民
の
安
全
確
保
の

た
め
県
と
連
携
し
て
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

相
馬
野
馬
追
で
は
出

場
者
や
観
客
だ
け
で
は
な

く
、
馬
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
も
気
候
の
穏
や

か
な
時
期
（
５
月
下
旬

等
）
へ
の
変
更
に
つ
い
て

検
討
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

答　

本
年
８
月
23
日
に
開

催
さ
れ
た
三
社
五
郷
騎
馬

問　

鹿
島
区
千
倉
グ
ラ
ウ

ン
ド
か
ら
み
ち
の
く
鹿
島

球
場
ま
で
を
エ
リ
ア
と
し

た
総
合
運
動
場
を
整
備
し

広
域
的
な
利
活
用
を
図
る

考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

答　

第
３
期
南
相
馬
市
ス

ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
お
い

て
、（
仮
称
）
鹿
島
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
を

進
め
る
と
し
て
い
る
。
総

合
的
な
利
活
用
に
つ
い
て

は
関
係
団
体
等
か
ら
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め

て
い
く
。

問　

令
和
元
年
の
東
日
本

台
風
の
際
、
太
田
川
は
水

位
に
余
裕
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
複
数
箇
所
で
決

壊
し
た
。
そ
の
原
因
と
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

土
石
や
流
木
を
巻
き

込
ん
だ
流
水
に
よ
る
堤
防

側
方
か
ら
の
浸
食
や
河
川

洗
掘
に
よ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
県
で
は
被
害
を

受
け
た
各
河
川
に
お
い
て

堤
防
が
被
災
し
た
箇
所
を

そ
の
他
の
質
問

❶�

既
存
企
業
の
雇
用
確
保

に
つ
い
て

❷�

災
害
時
の
外
国
人
対
応

に
つ
い
て

❸�

交
流
人
口
拡
大
の
取
組

み
に
つ
い
て

高橋 　真 議員

会
長
会
の
中
で
、
気
候
変

動
等
に
よ
り
、
今
後
、
開

催
時
期
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の

意
見
が
出
た
。
相
馬
野
馬

追
執
行
に
係
る
重
要
な
案

件
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
相

馬
野
馬
追
執
行
委
員
会
の

意
見
を
尊
重
し
て
い
く
。

質問を終えて
　合併から 15 年が経った
が南相馬市が一体となるた
めには区の廃止も検討して
いくべき。

小高診療所

小
高
診
療
所

小
高
診
療
所

病
床
再
編
に
つ
い
て

病
床
再
編
に
つ
い
て

総
合
運
動
場
を
整
備
し

総
合
運
動
場
を
整
備
し

広
域
利
用
を

広
域
利
用
を

タイトル下の QR コードを読み取ると、質問者の動画を
視聴できます。

災害対策等工事が進む太田川



10市議会だより　　みなみそうま（Vol.64）

PCR 検査センター

一
般
質
問

手
軽
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
受

け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
が

必
要
と
考
え
る
が
伺
う
。

答　

保
健
所
と
連
携
し
た

独
自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
事

業
者
に
対
す
る
検
査
費
用

支
援
等
検
査
体
制
の
確
保

に
取
組
ん
で
き
た
。
第
６

波
に
備
え
感
染
者
の
早
期

発
見
と
市
民
の
不
安
解
消

の
た
め
検
査
を
希
望
す
る

無
症
状
の
方
が
検
査
を
受

け
ら
れ
る
公
設
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
セ
ン
タ
ー
を
早
急
に

設
置
す
べ
く
進
め
て
い
る
。

問　

生
理
用
品
の
無
償
配

布
を
実
施
し
て
い
る
が
公

共
施
設
や
学
校
等
配
布
場

所
を
拡
大
す
べ
き
で
は
。

答　

県
の
無
償
配
布
依
頼

に
よ
り
小
高
、
鹿
島
、
原

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

配
布
し
て
い
る
。
小
中
学

校
で
は
児
童
生
徒
の
家
庭

環
境
や
悩
み
事
等
把
握
す

る
機
会
で
も
あ
る
の
で
保

健
室
で
対
応
し
て
い
る
。

養
護
教
諭
か
ら
適
切
な
指

導
が
受
け
ら
れ
、
様
々
な

相
談
も
で
き
る
の
で
今
の

と
こ
ろ
こ
れ
を
継
続
す
る
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
第
６
波
に
向
け
た
医
療

体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

県
や
医
療
機
関
と
連

携
し
市
内
の
病
床
数
及
び

宿
泊
療
養
施
設
の
確
保
並

び
に
発
熱
等
ト
リ
ア
ー
ジ

外
来
の
運
営
を
継
続
し
外

来
診
療
の
確
保
に
取
組

む
。
感
染
拡
大
時
は
職
員

を
保
健
所
に
派
遣
し
自
宅

療
養
者
へ
の
支
援
体
制
の

強
化
を
図
り
地
域
医
療
体

制
の
確
保
に
最
大
限
務
め

る
。

問　

市
民
の
不
安
解
消
や

安
心
安
全
な
社
会
経
済
活

動
を
維
持
す
る
た
め
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
設
置
等

そ
の
他
の
質
問

❶�

国
際
教
育
研
究
拠
点
の

設
置
へ
組
織
体
制
は

❷�

公
営
住
宅
入
居
申
込
み

の
条
件
緩
和
に
つ
い
て

❸�

マ
イ
ボ
ト
ル
普
及
へ
冷

水
給
水
機
の
設
置
を

問　

本
市
に
、
工
場
等
を

建
設
す
る
企
業
と
立
地
協

定
を
締
結
す
る
際
、
市
内

建
設
業
の
指
名
を
盛
り
込

む
べ
き
、
ま
た
市
内
建
設

業
を
指
名
し
た
場
合
、
新

た
な
支
援
策
の
構
築
を
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答　

地
域
経
済
活
性
化
の

た
め
に
も
、
立
地
企
業
と

市
内
企
業
で
取
引
が
生
ま

れ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

現
在
も
市
内
企
業
の
活
用

を
依
頼
し
て
い
る
が
、
よ

り
一
層
活
用
が
進
む
よ
う

立
地
企
業
が
プ
ラ
ス
に
な

る
取
組
を
検
討
す
る
。

問　

行
政
区
へ
の
加
入
率

は
令
和
3
年
4
月
で
80
・

７
％
と
下
が
っ
て
い
る
。

転
居
者
へ
行
政
区
長
が
名

刺
を
渡
す
こ
と
で
行
政
区

へ
の
加
入
促
進
・
活
動
の

問　

保
育
施
設
・
小
中
学

校
で
は
、
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い

る
が
、
不
審
者
侵
入
を
想

定
し
て
の
防
犯
対
策
・
周

知
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ

て
教
職
員
の
役
割
を
明
確

に
し
て
い
る
。
不
審
者
情

報
は
、
一
斉
メ
ー
ル
を
活

用
し
、
保
護
者
・
地
域
・

警
察
と
連
携
し
て
、
速
や

か
な
周
知
と
安
全
確
保
に

努
め
て
い
る
。

円
滑
化
に
繋
が
る
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
。

答　

近
年
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
希
薄
化
が
進
み
、

市
で
は
「
一
円
融
合
の
地

域
活
性
化
条
例
」
を
制
定

し
、
行
政
区
へ
の
加
入
促

進
に
取
組
ん
で
い
る
。
名

刺
の
活
用
は
有
効
だ
と
考

え
る
の
で
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

❶�

セ
デ
ッ
テ
・
道
の
駅
の
停

電
即
時
対
応
に
つ
い
て

❷�

サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
開
催
で

の
経
済
効
果
に
つ
い
て

❸�

市
道
の
整
備
・
舗
装
事
業

等
の
進
め
方
に
つ
い
て

志賀 稔宗 議員

大場 裕朗 議員

地域のみんなで子ども達を守ろう

質問を終えて
　PCR 検査センターの市
設置は県内初。日本一暮
らしやすい南相馬へ一歩前
進。

質問を終えて
　昨年来、全国で凶悪事件
が多発している。各公共施
設でも防犯マニュアルを作
成すべき。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

セ
ン
タ
ー
の
設
置
を

セ
ン
タ
ー
の
設
置
を

『
熱
く
・
激
し
く
』

『
熱
く
・
激
し
く
』

市
政
を
質
す　

市
政
を
質
す　

一 般 質 問一 般 質 問

！！！！

子
ど
も
達
は
、
本
市
の
未

来
を
担
う
【
大
切
な
宝
】

市
内
建
設
業
の
維
持
・

発
展
の
た
め
に

行
政
区
長
の
名
刺
を
公
費

負
担
で
作
成
す
べ
き
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一
般
質
問

そ
の
他
の
質
問

❶�

地
方
再
犯
防
止
推
進
計

画
に
つ
い
て

❷�

定
住
推
進
策
と
し
て
の

市
外
高
等
教
育
機
関
へ

の
通
学
者
支
援
に
つ
い

て

年
11
月
に
大
田
和
・
川
房

行
政
区
の
地
権
者
並
び
に

地
域
住
民
を
対
象
に
説
明

会
を
開
催
し
た
。
市
と
し

て
早
期
に
工
事
を
着
手
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

南
相
馬
鹿
島
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
の
24
時
間
化
に
向

け
、
関
係
機
関
と
の
協
議

経
過
を
伺
う
。

答　

市
で
も
24
時
間
運
用

が
必
要
と
考
え
て
お
り
、

令
和
３
年
12
月
、
常
磐
自

動
車
道
建
設
促
進
期
成
同

盟
会
の
活
動
と
し
て
、
市

長
が
直
接
、
国
土
交
通
大

臣
や
関
係
者
へ
早
期
24
時

間
運
用
に
つ
い
て
要
望
し

た
。
手
続
的
に
は
、
国
交

省
・
福
島
県
等
で
組
織
す

る
地
区
協
議
会
で
、
平
成

25
年
に
策
定
し
た
実
施
計

画
書
の
変
更
承
認
が
必
要

に
な
る
。
現
在
、
こ
の
地

区
協
議
会
開
催
に
向
け
、

関
係
機
関
と
の
協
議
を

行
っ
て
い
る
。

問　

常
磐
道
４
車
線
未
整

備
区
間
の
見
通
し
を
伺
う
。

答　

令
和
２
年
３
月
に
浪

江
・
南
相
馬
Ｉ
Ｃ
間
の
一

部
区
間
約
1.9
㎞
、
令
和
３

年
３
月
に
は
、
相
馬
・
新

地
Ｉ
Ｃ
間
約
6.0
㎞
が
４
車

線
化
に
着
し
た
。
今
後
も

引
き
続
き
福
島
県
知
事
や

相
双
地
方
の
首
長
と
の
連

携
を
強
化
し
、
一
日
も
早

く
全
線
４
車
線
化
が
実
現

で
き
る
よ
う
全
力
で
取
り

組
む
。

問　
（
仮
称
）
小
高
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
の
進
捗
状
況
を
伺

う
。

答　

事
業
進
捗
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
３
月
ま
で

に
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
に

よ
る
路
線
測
量
、
地
質
調

査
及
び
埋
蔵
文
化
財
の
試

掘
調
査
が
完
了
し
、
現
在

道
路
詳
細
設
計
を
進
め
て

い
る
。
市
で
は
、
用
地
測

量
・
物
件
調
査
・
不
動
産

鑑
定
の
発
注
準
備
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
、
令
和
３

太田 淳一 議員

質問を終えて
　常磐自動車道の利便性向上
は、企業誘致、関係人口拡大
等、南相馬市発展に大変重要。

そ
の
他
の
質
問

❶�

市
内
の
ご
み
削
減
の
現

状
認
識
に
つ
い
て

❷�

福
島
県
環
境
ア
プ
リ
に

つ
い
て

❸�

食
べ
残
し
ゼ
ロ
協
力
店
・

事
業
所
の
認
定
制
度

摘
の
専
門
職
員
の
配
置
の

ほ
か
、
研
修
の
充
実
、
業

務
の
委
託
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
の
で
、
他
自
治
体
の

状
況
な
ど
も
調
査
し
て
い

く
。

問　

市
の
魅
力
や
情
報
を

い
か
に
し
て
分
か
り
や
す

く
多
く
の
人
に
伝
え
る

か
、
そ
の
た
め
の
ツ
ー
ル

が
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
な
の

で
、
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

き
る
知
識
を
持
っ
た
人
間

を
内
部
に
抱
え
る
こ
と
が

重
要
だ
。
シ
ス
テ
ム
を
操

作
、
管
理
で
き
る
人
間
と

い
う
視
点
で
は
な
く
、
い

か
に
し
て
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

を
作
る
か
を
企
画
立
案
で

き
る
専
門
職
を
配
置
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

答　

Ｉ
Ｔ
人
材
の
配
置
、

業
務
委
託
、
シ
ス
テ
ム
の

見
直
し
、
様
々
な
手
法
が

考
え
ら
れ
る
。
ど
う
い
う

体
制
が
効
果
的
効
率
的
か

情
報
収
集
等
調
査
し
て
い

く
。

問　

市
の
公
式
サ
イ
ト
な

の
で
日
々
多
く
の
情
報
が

更
新
さ
れ
て
い
る
。
処
理

量
も
相
当
あ
る
が
、
そ
の

管
理
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

研
修
を
終
了
し
た
各

課
の
職
員
ま
た
は
広
報
広

聴
係
の
担
当
職
員
が
編
集

し
、
各
課
で
確
認
後
、
更

新
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問　

Ｉ
Ｔ
・
Ｗ
ｅ
ｂ
技
術

は
日
々
進
化
し
続
け
て
い

る
。
市
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

も
当
然
、
そ
の
進
化
に
対

応
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

Ｗ
ｅ
ｂ
に
関
す
る
知
識
、

技
術
を
持
っ
た
専
門
職
の

充
実
が
必
要
不
可
欠
だ
。

市
の
考
え
を
伺
う
。

答　

Ｉ
Ｔ
業
務
専
門
の
会

計
年
度
任
用
職
員
を
配
置

す
る
と
と
も
に
、
職
員
を

対
象
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム

の
操
作
や
編
集
方
法
な
ど

に
関
す
る
研
修
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
る
。
御
指

栗村 文夫 議員

質問を終えて
　市の情報は、IT・Web 技
術の進化に合わせて、市内の
方にも市外の方にも魅力的に
発進せよ。

南相馬鹿島スマートインターチェンジ

常
磐
道
の
利
便
性

常
磐
道
の
利
便
性

向
上
に
つ
い
て

向
上
に
つ
い
て

よ
り
効
果
的
な

よ
り
効
果
的
な

サ
イ
ト
の
運
用
を

サ
イ
ト
の
運
用
を

タイトル下の QR コードを読み取ると、質問者の動画を
視聴できます。

南相馬市の情報発信の要である Web サイト

ＷＷｅｅｂｂ
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一
般
質
問

を
排
出
し
、
そ
の
第
１
位

は
原
町
火
発
で
す
。

　

南
相
馬
市
は
責
任
が
大

き
い
。
石
炭
以
外
で
の
発

電
を
電
力
会
社
に
強
く
求

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
見

解
を
伺
う
。

答　

東
北
電
力
は
脱
炭
素

化
の
実
証
・
研
究
の
具
体

策
を
進
め
る
と
公
表
し
て

い
る
。
国
は
ア
ン
モ
ニ

ア
、
水
素
等
の
混
焼
導
入

も
掲
げ
て
い
る
。
原
町
火

発
は
雇
用
継
続
が
最
重
要

の
テ
ー
マ
で
す
。
市
は
、

東
北
電
力
の
さ
ら
な
る
対

策
を
求
め
て
い
く
。

問　

混
焼
技
術
は
、
ま
だ

実
用
化
の
め
ど
も
立
っ
て

い
な
い
し
、
温
ガ
ス
も
そ

う
変
わ
ら
な
い
。
市
の
温

ガ
ス
抑
制
計
画
と
実
行
を

求
め
る
こ
と
を
伺
う
。

答　

早
い
時
期
に
市
と
し

て
の
計
画
を
つ
く
り
、
進

め
て
行
き
ま
す
。

問　

こ
の
地
域
で
も
地
球

温
暖
化
を
み
な
さ
ん
も
肌

で
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
日
本
は
被
害
を
受
け

や
す
い
国
ラ
ン
キ
ン
グ
で

上
位
に
あ
り
ま
す
。

　

11
月
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
決
定

文
書
で
産
業
革
命
前
と
比

べ
て
気
温
上
昇
を
1.5
度
に

抑
え
る
こ
と
を
明
記
し

た
。
岸
田
首
相
は
石
炭
火

力
発
電
所
の
早
期
廃
止
に

言
及
せ
ず
、
温
暖
化
抑
制

策
を
妨
げ
る
国
と
し
て
国

際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
化
石
賞
を

贈
ら
れ
ま
し
た
。
市
長
は

ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て

い
る
の
か
伺
う
。

答　

国
や
県
と
連
携
し
て

温
室
効
果
ガ
ス
（
温
ガ

ス
）
削
減
を
推
進
す
る
。

問　

矛
盾
し
て
い
る
。
総

理
大
臣
が
後
ろ
向
き
だ
。

日
本
の
温
ガ
ス
の
１
／
４

が
大
排
出
事
業
所
で
、
そ

の
半
分
は
石
炭
火
発
で

す
。
福
島
県
の
4
発
電
所

で
全
国
の
29
％
の
温
ガ
ス

北泉海岸から火発を望む

向
け
、
在
庫
管
理
の
見
直

し
、
長
期
に
わ
た
る
医

師
、
看
護
師
の
確
保
に
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
令
和

２
年
度
決
算
は
そ
の
取
り

組
み
の
結
果
な
の
か
伺

う
。

答　

総
合
病
院
の
決
算

（
赤
字
額
）
は
、
平
成
29

年
度
6.8
億
円
、
平
成
30
年

度
4.4
億
円
、
令
和
元
年
度

1.5
億
円
と
年
々
赤
字
額
を

解
消
し
て
い
る
。
医
業
収

支
も
平
成
30
年
度
、
令
和

元
年
度
と
改
善
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
ご
指
摘
の

と
お
り
経
費
削
減
や
、
医

業
収
益
向
上
に
努
め
て
き

た
結
果
と
捉
え
て
い
る
。

問　

令
和
４
年
度
以
降
の

収
支
改
善
に
向
け
た
取
組

み
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
伺
う
。

答　

令
和
３
年
度
決
算

は
、
1.7
億
円
の
黒
字
見
込

み
だ
が
、
こ
れ
は
整
形
外

科
医
確
保
に
よ
る
入
院
再

開
、
外
来
透
析
の
拡
充
、

腎
臓
高
血
圧
内
科
の
開
設

な
ど
の
成
果
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
令
和
４
年
度

は
、
医
師
確
保
の
取
組
み

継
続
と
令
和
２
年
度
策
定

の
経
営
改
善
方
針
に
基
づ

き
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

令
和
２
年
度
病
院
事

業
会
計
決
算
は
、
前
年
度

と
比
べ
改
善
し
た
も
の

の
、
赤
字
状
態
だ
が
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る

の
か
伺
う
。

答　

令
和
２
年
度
決
算

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
の
影
響
で
受
診
控
え
や

入
院
病
床
の
制
限
な
ど
厳

し
い
経
営
環
境
に
あ
っ
た

中
、
0.1
億
円
の
赤
字
に
止

ま
っ
た
。
地
域
の
基
幹
病

院
と
し
て
の
役
割
を
精
一

杯
果
た
す
こ
と
が
出
来
た

結
果
と
捉
え
て
い
る
。

問　

こ
れ
ま
で
経
営
体
質

の
改
善
、
赤
字
の
解
消
に

そ
の
他
の
質
問

❶�

小
高
区
の
医
療
体
制
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

❶�

市
立
病
院
の
診
療
体
制

整
備
を

❷�

復
旧
復
興
事
業
進
捗
状

況
に
疑
問
あ
り

❸�

出
生
率
、
新
規
居
住
者

の
捉
え
方
に
疑
問

渡部 寬一 議員

山田 雅彦 議員

質問を終えて
　総合病院の収支改善に向
けた取組みが着実に進ん
でいることが確認できて
ちょっと安心。

質問を終えて
　事業所だけの問題ではない。
市としての、市民としての姿
勢が問われる重大問題です。

気
候
変
動
に

気
候
変
動
に

南
相
馬
市
は
責
任
あ
り

南
相
馬
市
は
責
任
あ
り

市
立
総
合
病
院
の

市
立
総
合
病
院
の

経
営
に
つ
い
て

経
営
に
つ
い
て

一 般 質 問一 般 質 問 タイトル下の QR コードを読み取ると、質問者の動画を
視聴できます。

市立総合病院
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決
算
審
査
特
別
委
員
会　

議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会
報
告

◆
20
款
諸
収
入
図
書
資
料

等
紛
失
弁
償
金
に
つ
い
て

質　

疑　

資
料
を
見
る
と

５
年
間
で
115
件
、
合
計
金

額
に
す
る
と
18
万
864
円
の

金
額
に
な
る
が
、
こ
の
金

額
と
い
う
の
は
資
料
の
購

入
時
の
単
価
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
か
、
ま
た
実
際

の
紛
失
を
防
ぐ
対
策
と
い

う
の
を
と
っ
て
い
る
の
か

伺
う
。

答　

弁　

弁
償
金
額
は
、

資
料
購
入
時
の
価
格
で
は

な
く
、
そ
の
時
点
で
買
え

る
金
額
を
請
求
し
て
い

る
。
ま
た
、
紛
失
を
防
ぐ

対
策
に
つ
い
て
は
、
貸
出

し
の
際
に
配
布
す
る
レ

シ
ー
ト
に
「
み
ん
な
の
図

書
で
す
。
返
却
期
限
を
守

り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
注

意
を
促
す
表
現
を
記
載
し

て
お
り
、
返
却
期
限
が
過

ぎ
て
い
る
方
に
は
督
促
の

連
絡
を
し
て
い
る
。

　

現
在
、
当
委
員
会
で

は
、
予
算
決
算
常
任
委
員

会
の
設
置
お
よ
び
政
治
倫

理
条
例
の
導
入
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
ま
す
が
、
他

自
治
体
の
先
進
事
例
に
つ

い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

福
島
県
内
で
は
会
津
若
松

市
議
会
で
取
り
組
ま
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
11
月
15

日
会
津
若
松
市
議
会
に
先

進
地
行
政
視
察
に
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
予
算
決
算
常
任
委

員
会
に
つ
い
て
、
予
算
と

決
算
の
審
査
を
連
動
さ
せ

た
政
策
サ
イ
ク
ル
に
よ
り

議
会
機
能
の
一
層
の
充
実

を
図
り
、
も
っ
て
政
策
課

題
の
解
決
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
平
成
25
年
８

月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
は
、
議
長
を
除
く

全
議
員
で
構
成
し
分
科
会

に
よ
る
審
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
年
度
間
ご

と
の
審
査
・
審
議
を
想
定

し
て
、
９
月
定
例
会
の
決

◆
10
款
教
育
費
臨
時
ス

ク
ー
ル
バ
ス
等
運
行
事
業

に
つ
い
て

質　

疑　

特
財
が
な
く

な
っ
た
後
の
小
高
小
学
校

に
対
す
る
児
童
生
徒
の
通

学
の
手
段
を
、
ど
の
よ
う

に
確
保
し
て
い
く
の
か
伺

う
。

答　

弁　

国
の
財
源
が
な

く
な
っ
た
場
合
で
も
、
通

学
距
離
や
安
全
面
を
考
慮

す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の

通
学
手
段
は
必
ず
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
、

子
ど
も
の
人
数
や
か
か
る

費
用
を
考
慮
す
る
と
、
国

の
財
源
が
な
く
な
る
と
厳

し
い
状
況
と
認
識
し
て
い

る
が
、
足
の
確
保
は
必
ず

必
要
で
あ
り
、
公
共
交
通

の
部
分
も
含
め
て
、
検
討

し
て
行
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

質　

疑　

成
果
報
告
書
の

中
身
と
し
て
不
明
な
点
が

算
審
査
で
の
議
論
を
も
と

に
２
月
定
例
会
の
予
算
審

査
に
臨
む
べ
く
、
２
月
お

よ
び
９
月
定
例
会
の
１
か

月
前
か
ら
予
算
決
算
常
任

委
員
会
各
分
科
会
で
組
織

す
る
、
予
算
審
査
・
決
算

審
査
準
備
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

次
に
会
津
若
松
市
議
会

議
員
政
治
倫
理
条
例
に
つ

い
て
、
条
例
は
平
成
20
年

６
月
23
日
に
会
津
若
松
市

議
会
基
本
条
例
と
あ
わ
せ

て
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
特
徴
と
し
て
は
、
議
会

基
本
条
例
と
の
同
時
制
定

に
よ
る
市
民
と
の
新
た
な

信
頼
関
係
構
築
を
立
法
趣

旨
と
し
、
資
産
公
開
制
度

は
規
定
し
て
お
ら
ず
、
政

治
倫
理
基
準
に
公
共
工
事

の
請
負
等
の
あ
っ
せ
ん
、

公
共
施
設
の
入
居
に
関
し

て
の
推
薦
、
職
員
等
の
採

用
・
異
動
・
昇
任
そ
の
他

の
人
事
へ
の
関
与
。
許
認

可
、
補
助
金
そ
の
他
の
給

あ
り
、
そ
こ
を
審
査
で
き

る
中
身
の
成
果
報
告
書
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
さ

ら
に
、
決
算
書
の
在
り
方

だ
が
、
不
用
額
に
つ
い
て

も
事
業
と
結
び
つ
く
資
料

に
な
れ
ば
、
決
算
審
査
特

別
委
員
会
が
円
滑
に
運
営

で
き
た
こ
と
か
ら
、
そ
う

い
っ
た
資
料
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

答　

弁　

予
算
審
議
、
決

算
審
査
を
通
じ
て
、
分
か

り
や
す
い
資
料
づ
く
り
、

内
容
の
充
実
化
に
努
め
て

き
て
い
る
。
今
回
、
指
摘

の
あ
っ
た
内
容
に
つ
い
て

も
、
基
本
的
な
方
向
性
と

し
て
分
か
り
や
す
い
資
料

づ
く
り
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
成
果
報
告
書
で
の

訂
正
や
、
質
問
が
数
多
く

あ
っ
た
部
分
の
今
後
の
対

応
、
資
料
の
提
供
の
在
り

方
に
つ
い
て
は
、
質
問
い
た

だ
か
な
く
て
も
分
か
る
よ

う
な
資
料
づ
く
り
に
、
今

後
と
も
努
め
て
い
き
た
い
。

付
の
決
定
へ
の
関
与
の
ほ

か
、
公
正
な
職
務
執
行
を

妨
げ
る
行
為
及
び
セ
ク
ハ

ラ
等
の
人
権
侵
害
行
為
の

禁
止
を
規
定
。
ま
た
、
政

治
倫
理
審
査
会
の
設
置
を

付
属
機
関
的
な
位
置
付
で

定
め
、
審
査
の
請
求
要
件

を
請
求
者
と
連
署
４
人
の

計
５
人
と
し
て
い
ま
す
。

特
に
罰
則
規
定
な
ど
は
無

く
、
審
査
の
結
果
を
議
会

に
報
告
し
、
判
断
を
議
会

運
営
委
員
会
な
ど
に
委
ね

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
研
修
内
容
を
踏

ま
え
、
予
算
決
算
常
任
委

員
会
の
設
置
及
び
政
治
倫

理
条
例
の
導
入
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
議
論
を
深
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告

決
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告

議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会
先
進
地
行
政
視
察
報
告

議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会
先
進
地
行
政
視
察
報
告

委
員
長　

渡
部
一
夫

歳
入
に
お
い
て

歳
出
に
お
い
て

一
般
会
計
総
括
質
疑
で
は

予
算
決
算
常
任
委
員
会

に
つ
い
て

市
議
会
議
員
政
治
倫
理

条
例
に
つ
い
て
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委常 員任 会 調 査閉 会 中

　

市
で
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
普
及
を
推
進
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
鹿
島
区
に
お

け
る
風
力
発
電
施
設
及
び

太
陽
光
発
電
施
設
を
訪
問

し
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

万
葉
の
里
風
力
発
電
所

９
・
４
メ
ガ
ワ
ッ
ト（
４
千
世
帯
分
）

真
野
右
田
海
老
太
陽
光
発
電
所

59
・
９
メ
ガ
ワ
ッ
ト（
２
万
世
帯
分
）

　

本
市
の
再
エ
ネ
導
入
率
（
市
内
の

消
費
電
力
量
に
対
す
る
再
エ
ネ
発
電

量
）は
94
・
７
％
と
高
い
実
績
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
東
北
電
力
へ
売
電
さ

れ
、
ど
こ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

電
力
の
地
産
地
消
を
図
り
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と

が
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

小
高
診
療
所
が
開
所
す

る
約
１
ヶ
月
前
の
11
月
９

日
に
現
地
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

新
た
に
開
所
す
る
診
療

所
は
、
医
師
４
人
（
常
勤

医
師
１
人
、
非
常
勤
医
師
３
人
）、
看

護
師
４
人
、
事
務
職
６
人
の
診
療
体

制
で
行
わ
れ
、医
療
機
器
に
お
い
て
は
、

従
来
か
ら
設
置
さ
れ
て
あ
る
心
電
計
、

超
音
波
画
像
診
断
装
置
、
血
圧
脈
波

検
査
装
置
、
酸
素
吸
入
器
等
に
加
え
、

新
た
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
機
器
、
自
動
Ｃ
Ｒ

Ｐ
装
置
、
自
動
血
球
計
測
装
置
が
導

入
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
協
議
会
か
ら
の
要
望
に

応
え
、
入
口
を
１
→
２
ヶ
所
、
駐
車
場

の
間
隔
を
幅
広
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
新
診
療
所
東
側
の
旧
棟
は
、
患
者

と
医
師
・
看
護
師
と
の
診
療
相
談
室
、

書
庫
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｗ
Ｒ
Ｓ
福
島
大
会
が

ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー

ル
ド
で
開
催
さ
れ
、
８
か

国
29
チ
ー
ム
の
参
加
で
イ

ン
フ
ラ
・
災
害
対
応
競
技

が
行
わ
れ
た
。
南
相
馬
ロ

ボ
ッ
ト
産
業
協
議
会
の
参
画
企
業
が

協
力
し
て
製
作
し
た
「
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｒ

Ａ
」
も
出
場
し
、
小
高
産
業
技
術
高

校
の
生
徒
が
操
作
し
ま
し
た
。

　

信
田
沢
、
下
太
田
、
復
興
工
業
団

地
の
合
計
30
区
画
中
、
現
在
の
空
き

区
画
は
３
区
画
。
復
興
工
業
団
地
の

ロ
ボ
コ
ム
・
ア
ン
ド
・
エ
フ
エ
イ
コ
ム

㈱
は
精
密
部
品
加
工
な
ど
の
最
先
端

設
備
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
24
時
間

無
人
で
の
加
工
作
業
や
、
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
ー
に
よ
る
金
属
や
樹
脂
部
品
の

製
作
が
可
能
。
研
修
セ
ン
タ
ー
も
併

設
し
、
人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
し
た
。

総務生活常任委員会総務生活常任委員会

文教福祉常任委員会文教福祉常任委員会

建設経済常任委員会建設経済常任委員会

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
現
況
調
査
」

「
南
相
馬
市
立
総
合
病

院
付
属
小
高
診
療
所

の
状
況
調
査
」

「W
orld Robot Summit

（WRS

）2020

福
島
大
会
及

び
市
内
工
業
団
地
の
状
況
調
査
」

９
月
定
例
会
後
か
ら
12
月
定
例
会

ま
で
の
議
会
活
動
に
つ
い
て

令
和
３
年

９
月
28
日
議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会

（
市
役
所
４
階　

委
員
会
室
）

10
月
１
日
広
報
特
別
委
員
会

（
市
役
所
４
階　

委
員
会
室
）

10
月
６
日
広
報
特
別
委
員
会

（
市
役
所
４
階　

委
員
会
室
）

10
月
15
日
広
報
特
別
委
員
会

（
市
役
所
４
階　

委
員
会
室
）

10
月
19
日

～
21
日
決
算
審
査
特
別
委
員
会

（
市
役
所
４
階　

議
場
）

10
月
22
日
議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会

（
市
役
所
４
階　

委
員
会
室
）

10
月
25
日
建
設
経
済
常
任
委
員
会
閉
会
中
調
査
活
動

（
市
役
所
４
階　

議
員
控
室
）

議
会
運
営
委
員
会

（
市
役
所
４
階　

議
員
控
室
）

11
月
８
日
総
務
生
活
常
任
委
員
会
閉
会
中
調
査
活
動

（
市
役
所
４
階　

議
員
控
室
）

11
月
９
日
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
閉
会
中
調
査
活
動

（
市
役
所
４
階　

議
員
控
室
）

11
月
15
日
議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会

（
会
津
若
松
市　

視
察
）

11
月
26
日
議
会
運
営
委
員
会

（
市
役
所
４
階　

議
員
控
室
）

常
任
委
員
会
閉
会
中
調
査
・
３
ヶ
月
間
の
議
会
活
動
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南
相
馬
市
議
会
に
つ
い
て

南相馬市議会について南相馬市議会について

２２２２人人です。です。

４４年年です。です。

　南相馬市議会は、市民の皆様が選挙で選んだ議員で構成され、市民の代表
として市政に民意を反映し、市民全体の幸福のために活動しています。

　市議会と、市長などの執行機関は、
それぞれ独立した対等な立場で、お互
いを尊重し合い、協力し合い、または
けん制し合いながら、住みやすい南相
馬市のまちづくりを推進しています。

　市議会には、定例会や臨時会がある本会議の他に、常任委員会をはじめ議
員がグループに分かれて、詳しい調査や話し合いをするためのさまざまな組
織があります。

　定例会　・・・毎年３、６、９、１２月の年４回開催します。

　臨時会　・・・定例会以外に必要な場合に開催します。

定例会

臨時会

議会運営委員会

常任委員会 総務生活 /文教福祉 /建設経済

全員協議会 /会派代表者会議

東日本大震災・原子力災害復旧復興調査特別委員会
広報特別委員会 /議会改革検討特別委員会
新庁舎建設特別委員会

特別委員会

その他の会議

議　員

議　会

議長 副議長

○南相馬市議会の定数は？○南相馬市議会の定数は？

○南相馬市議会議員の任期は？○南相馬市議会議員の任期は？

○市民・市議会・市長の関係は？○市民・市議会・市長の関係は？

○南相馬市議会の構成は？○南相馬市議会の構成は？

（現職議員の任期満了日は
令和 4 年 11 月 30 日）

○議会はいつ開かれるの？○議会はいつ開かれるの？



編

集

後後

記

　

１
月
23
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ

た
南
相
馬
市
長
選
挙
で
す
が
、
編

集
時
は
選
挙
戦
真
っ
只
中
で
結
果

が
わ
か
り
ま
せ
ん
。（
本
日
は
１

／
19
）

　

市
民
に
選
ば
れ
た
市
長
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
南
相
馬
市
発
展
の

た
め
全
力
を
尽
く
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
議
会
だ
よ
り
で
す
が
、

61
号
か
ら
一
般
質
問
の
タ
イ
ト
ル

の
下
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
す
る

こ
と
で
、
録
画
中
継
を
簡
単
に
ご

覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
録
画
中
継

は
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
の
補
完

的
な
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
会
議
録
が
完
成
す
る
と
視
聴

で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
般
、
長
期
間
の
視
聴
が
で
き

る
よ
う
に
そ
の
位
置
づ
け
を
改
め

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
議
会
の
活
動
が
伝
わ

り
や
す
い
誌
面
づ
く
り
の
た
め
、

委
員
み
ん
な
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
一
つ
一
つ
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。　
　
　
　
　

岡
﨑　

義
典

３月の定例会（予定）
◦３月２日㈬
　　本会議…�会議録署名議員の指名・会期の決定・

諸般の報告・議案の提出及び説明
◦３月７日㈪・８日㈫・９日㈬
　　本会議…一般質問
◦３月10日㈭
　　本会議…議案に対する質疑、委員会付託
◦３月14日㈪・15日㈫・16日㈬
　　常任委員会…総務生活、文教福祉、建設経済
◦３月24日㈭
　　本会議…委員長報告（質疑、討論、表決）
※この日程は変更されることがあります。
　議会を傍聴する際には、日程をご確認下さい。
◦問い合わせ…議会事務局　☎24－5311

市議会ホームページ・議会インターネット中継をご覧下さい
　市議会のホームページには、市議会の概要や本会議情報、
議員名簿、会議録（本会議）などを掲載していますので、ご
覧ください。
　また、議会の様子を広く市民の皆さんにお知らせするた
め、本会議のインターネット中継を実施しています。イン
ターネット中継では、生中継と録画配信（本議会のおおむね
５日後）でご覧いただけます。また、各議員の一般質問につ
いては、QRコードより視聴可能です。
　下記のアドレスから市議会へアクセスしてみてください。
　南相馬市ホームページ
http://www.city.minamisoma.lg.jp/

広報特別委員会
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議会
傍聴記

○�請願・陳情の提出をされる方へ：次回の３月定例会におい
ては、２月 22日㈫午後４時までに提出してください。

　12月の定例会一般質問を傍聴させていただ
きました。
　新型コロナの感染者数もようやく落ち着い
たかと思えるこの頃、日本各地での地震や大
雨等による災害を耳にするようになり、災害対
策に危惧していたところ興味深い質問があり
ました。南相馬市の災害時の停電対応につい
てです。
　南相馬市での防災訓練の中には避難所開設
運営訓練があり、その中で避難所の停電時に
は給電車の支援要請を行うそうです。現状で
は福島県と福島県自動車販売店協会とで締結
されている協定に基づき、県を通じて支援要
請をお願いしているそうですが、議員の質問
にあったように市独自でも停電時に即時対応
できる体制づくりが重要と思えました。
　また、電気自動車の活用・導入についての
答弁がありましたが、電気自動車からの給電は
災害時に有効であり、これまで公用車にも電
気自動車を４台導入しており、これからも入替
時には計画的に導入を進めるとの事でしたの
で増台していただきたいです。
　他にも災害発生時には一時避難所になりえ
る「セデッテかしま」や「道の駅南相馬」へ
の発電設備や蓄電設備の必要性を感じました。
こちらは浪江町の道の駅を参考に取り組まれ
るそうですので、実現出来ますようお願いい
たします。
　市民が安心して暮らせるためにも災害に強
いまちづくりに期待いたします。 小川尚一小川尚一、、大岩常男大岩常男、大場裕朗、大場裕朗

栗村栗村文夫文夫、、岡岡
委員長委員長

㟢㟢義典、義典、菊菊
副委員長副委員長

地地洋一洋一
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令
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１
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発
行

サブタイトル：晩冬号
　晩冬（ばんとう）とは、冬の終わりが近づく頃を指す言葉になります。

南相馬市議会を
傍聴して

（原町区／Ｋさん）


